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■ ESCO事業の体制

国立大学法人名古屋大学

ESCO代表事業者
 （契約・財務担当）

三菱UFJリース株式会社

ESCOグループ構成員
 （施設管理担当）

株式会社トヨタエンタプライズ

ESCOグループ構成員
 （設計・施工担当）
三機工業株式会社
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一次エネルギー量（GJ）

中央診療棟 医系研究棟病棟

25,741

81,089

計106,830
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24,399

計51,208

14,334

57,426

計71,760

23,250

2,378

計25,628

4,858

19,296

計24,154

6,247

2,609

計8,856

改修前
ガス

電気

改修前

改修前

改修後

改修後

改修後

省エネ率

52.1%

省エネ率

64.3%

省エネ率

63.3%

設備全体の
省エネ率

57.7%

改
修
の
経
緯
と
課
題

国
立
大
学
法
人
名
古
屋
大
学
は
、
１
８
７
１

（
明
治
４
）
年
に
設
立
さ
れ
た
仮
病
院
・
仮
医

学
校
を
源
流
と
し
、
１
９
３
９
年
に
、
最
後
の

帝
国
大
学
で
あ
る
名
古
屋
帝
国
大
学
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
創
基
１
４
０
周
年
と

い
う
、
節
目
の
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

同
大
学
は
、
東
山
・
鶴
舞
を
は
じ
め
と
し
、

３
２
５
万
㎡
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
、

人
間
と
社
会
と
自
然
に
関
す
る
研
究
と
教
育
を

通
じ
て
、
人
々
の
幸
福
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
そ
れ
と
と
も
に
、
創
造
的
な
研
究
と
自

発
性
を
重
視
す
る
教
育
を
実
践
し
、
論
理
的
思

考
力
と
想
像
力
に
富
ん
だ
知
識
人
の
育
成
を
め

ざ
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

主
要
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
教
育
研
究
施
設
、
附
属
病
院
を
兼
ね
備
え

た
複
合
医
療
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
同
施
設
で
は
、
多
く
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
消
費
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
改

善
し
、
よ
り
一
層
の
環
境
保
全
を
確
保
し
た
い

と
い
う
、
同
大
学
の
意
向
に
応
え
る
た
め
、
当

社
は
、
少
な
い
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
で
高
い
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
得
ら
れ
る
提
案
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
２
０
０
８
年
11
月
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
 *（Energy Service C

om
pany

）事
業
の

公
募
を
受
け
て
、
当
社
が
現
地
の
環
境
や
設
備

計
測
な
ど
の
調
査
・
検
討
を
お
こ
な
い
、
提
案

書
を
提
出
。
そ
の
結
果
、名
古
屋
大
学
よ
り「
最

優
秀
提
案
者
」
と
し
て
選
定
さ
れ
た
の
で
す
。

本
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は
、
09
年
度
の
第
１
回
住

宅
・
建
築
物
省
Ｃ
Ｏ
 ²推
進
モ
デ
ル
事
業
（
国

土
交
通
省
）
の
補
助
金
採
択
を
受
け
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
改
修
工
事
を
実
施
。
10
年
４
月
よ
り
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

同
事
業
の
事
業
体
制
は
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
ー

ス
株
式
会
社
、
株
式
会
社
ト
ヨ
タ
エ
ン
タ
プ
ラ

イ
ズ
、
三
機
工
業
の
３
社
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
で

対
応
し
て
い
ま
す
。
当
社
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
計
画
・
設
計
・
施
工
・
検
証
を
担
当

し
ま
し
た
。

導
入
し
た
省
エ
ネ
手
法

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
導
入
前
の
同
施
設
の
熱
源
シ

ス
テ
ム
は
、
排
熱
を
利
用
し
て
総
合
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
を
高
め
る
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
と
、
蒸
気
に
よ
る
吸
収
式
冷
凍
機
が
採

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
１
９
９
４
年
当
時
は
、
ガ
ス
が
安
価
で
、

冷
凍
機
の
高
効
率
化
が
進
む
前
で
あ
っ
た
た

め
、
非
常
に
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
い
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
省
コ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
原
油
価
格
高
騰
に
よ
り
コ

ス
ト
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
く
な
り
、
蒸
気
の
絶
対

的
な
ニ
ー
ズ
が
減
少
。
ま
た
、
蒸
気
の
シ
ス
テ

ム
ロ
ス
が
相
当
大
き
い
こ
と
等
が
過
去
の
資
料

か
ら
確
認
で
き
、
市
場
で
は
電
気
式
の
水
熱
源

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
や
空
気
熱
源
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の

高
効
率
機
器
が
開
発
さ
れ
て
い
た
た
め
、
新
た

な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
手
法
の
導
入
を
提
案
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
実
行
に
向
け
当
社
は
、
ま
ず
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
選
定
す
る
た
め
、熱
源
別・

シ
ス
テ
ム
別
に
熱
単
価
と
熱
効
率
の
比
較
検
討

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
結
果
、
電
気
式
の
高
効

率
冷
凍
機
の
導
入
と
、
電
気
と
ガ
ス
の
ベ
ス
ト

ミ
ッ
ク
ス
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
、
総
合
効
率
の

向
上
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

▪
国
内
初
の
施
設
管
理
一
体
型
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は
、
熱
源
機
器
等
の
改
修
・

更
新
や
増
設
な
ど
を
お
こ
な
う
際
、
運
転
管
理

者
を
配
置
せ
ず
、
運
転
指
導
を
お
こ
な
い
な
が

ら
計
測
検
証
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
し
か
し

今
回
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
部
分
の
み
な
ら
ず
、

既
設
部
分
を
含
め
た
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
施
設

運
用
管
理
を
、
同
大
学
と
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
で

お
こ
な
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
機
器
更
新
等
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
熱
源
機
器
等
を
運
用

し
な
が
ら
、
改
善
・
改
修
を
実
施
す
る
こ
と
で

も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
高
め
、
そ
の
検
証
も

お
こ
な
い
ま
し
た
。
世
界
最
高
水
準
の
教
育
・

研
究
・
診
療
が
お
こ
な
わ
れ
る
施
設
の
環
境
づ

く
り
を
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、省
Ｃ
Ｏ
 ²、低
コ
ス

ト
で
実
現
し
た
画
期
的
な
事
業
と
い
え
ま
す
。

▪
高
効
率
熱
源
設
備
の
導
入

病
棟
・
医
系
研
究
棟
に
あ
っ
た
冷
熱
源
設
備

の
蒸
気
吸
収
式
冷
凍
機
を
、
国
内
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
機
の
高
効
率
水
冷
チ
ラ
ー
に
更
新
し
ま
し

た
。
ま
た
病
棟
の
温
熱
源
設
備
の
蒸
気
熱
交
換

器
は
、高
効
率
空
冷
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
チ
ラ
ー（
年

間
暖
房
運
転
）
に
更
新
。
こ
れ
に
よ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
の
57
・
7
％
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
蒸
気
ボ
イ
ラ

ー
は
、
高
効
率
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
蒸
気
貫
流
ボ
イ

ラ
ー
へ
更
新
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

▪�

蓄
熱
槽
を
活
用
し
た
電
気
、	�

ガ
ス
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
の
構
築

中
央
診
療
棟
で
は
、
年
間
を
通
し
て
冷
水
と

温
水
が
大
量
に
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
熱
回

収
冷
凍
機
１
５
０
 Rt
を
３
台
増
設
し
、
冷
水
温

水
の
同
時
取
り
出
し
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

既
存
設
備
に
お
い
て
は
、
夜
間
の
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
余
剰
蒸
気
に
よ
る
蓄
熱
冷
房
運

転
（
蓄
熱
槽
容
量
２
１
０
０
㎥
）
を
見
直
し
、

水
冷
チ
ラ
ー
に
よ
る
蓄
熱
冷
房
運
転
が
お
こ
な

* �ESCO事業とは、省エネルギーの提案、工事、維持管理など総合的なサービスをおこなう事業です

■ 図1 �空調設備のエネルギー使用量 調─
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本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当
社
の
施
工
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
化
を
実
現
で
き
る
技
術
を
紹
介
し
ま
す
。

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
病
棟
等

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

名古屋大学医学部附属病院病棟等
愛知県名古屋市昭和区鶴舞町65
敷地面積：約89,137㎡
延床面積：約186,236㎡
棟数：主要建物18棟、病床数1,035床
━━━
ESCO事業概要
�契約形態：シェアードセイビングス契約
事業期間：9年（平成22年4月より開始）
支援策：第1回住宅・建築物省CO2推進
モデル事業（国土交通省）
━━━
改修概要
■　�冷却排熱回収システムの導入
■　�高効率熱源設備の導入
■　�ポンプ類インバータ制御の導入
■　�建築的省エネ手法の導入

名古屋大学医学部附属病院の外観
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省エネルギー項目 CO2 削減効果 省エネルギー手法

中央診療棟

空調用熱源の高効率化 2,782 t

冷却排熱回収システムの導入（排熱
回収水冷チラー）蓄熱槽を活用した
電気、ガスハイブリッドシステムの
構築

パッシブリズミング空調導入 22 t

建築的省エネルギー手法（下図参照）
自動自然換気システム導入 16 t

断熱フィルム導入 2 t

病棟 空調用熱源の高効率化 2,262 t

高効率熱源設備の導入 ( 水冷チラー、
空冷ヒートポンプチラー )
冷却排熱回収システムの導入 ( 排熱
回収水冷チラー )

医系研究棟 空調用熱源の高効率化 740 t 高効率熱源設備の導入 ( 水冷チラー )

エネルギーセンター
高効率貫流ボイラー導入 938 t 高効率熱源設備の導入 ( モジュール

型貫流ボイラー )CGS 運用変更 − 130 t

その他（運用改善、蒸気圧力変更等） 575 t 運用改善による省エネルギー効果

合　計  7,207 t
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エネルギー原単位（MJ/㎡・年）

大学（医学系）の平均原単位  3,550MJ/㎡
出典：省エネルギーセンター発行『ビルの省エネルギーガイドブック』

2004年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度

単位面積あたりの一次エネルギー量

22%減
（2007年度比）

を
除
く
過
去
最
大
の
取
引
量
と
な
り
ま
し
た
。

③
全
体
の
省
エ
ネ
効
果

附
属
病
院
病
棟
等
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
は
、
10
年

４
月
よ
り
設
備
運
用
を
開
始
し
て
か
ら
、
約
１

年
が
経
過
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
実
施
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
 ²削
減
量
は
、
当
初
計
画
値
７
０
９
０
ｔ
に

対
し
、２
０
１
０
年
度
実
績
は
７
２
０
７
ｔ（
省

エ
ネ
比
率
21
・
４
%
）
に
な
り
ま
し
た
。
床
面

積
１
㎡
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
は
、
07

年
度
の
３
８
０
０
MJ
／
㎡
・
年
に
対
し
、
10
年

度
の
２
９
６
３
MJ
／
㎡
・
年
と
22
％
低
減
と
な

り
ま
し
た
。

効
果
と
今
後
の
展
開

今
回
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
 ²削
減

量
は
７
０
９
０
ｔ
の
試
算
で
し
た
が
、
施
設
管

理
者
と
一
体
と
な
っ
た
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
検
証
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施
で
、
計

画
値
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
成

果
と
し
て
、
財
団
法
人
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱

セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
23
年
度　

運
転
管
理
等
改

善
事
例
」
の
最
優
秀
賞
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
11
年
度
の
エ
コ
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で

昨
年
度
の
５
位
か
ら
１
位
に
、
名
古
屋
大
学
が

躍
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
空
調

シ
ス
テ
ム
の
大
幅
な
運
用
改
善
が
で
き
た
成
果

と
い
え
ま
す
。

11
年
度
は
よ
り
高
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
目
標
と

し
て
Ｃ
Ｏ
 ²削
減
量
８
０
０
０
ｔ
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
施
設
管
理
者
と

連
携
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
附
属
病
院
の
快
適
性
を
保
ち

な
が
ら
、
当
社
は
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
実

現
を
め
ざ
し
ま
す
。

え
る
よ
う
に
改
修
。
蒸
気
吸
収
式
冷
凍
機
は
、

主
と
し
て
デ
マ
ン
ド
カ
ッ
ト
時
に
運
転
す
る
ほ

か
、
負
荷
が
多
い
と
き
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
運
転

（
電
力
負
荷
平
準
化
）
と
し
、
既
設
熱
源
を
含

め
た
最
適
運
転
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
２
７
８
２
ｔ
の
Ｃ
Ｏ
 ²削
減
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

▪
建
築
的
省
エ
ネ
手
法

〔
自
動
自
然
換
気
シ
ス
テ
ム
〕

中
央
診
療
棟
西
面
の
階
段
室
は
、
日
射
に
よ

り
高
温
と
な
る
た
め
、
居
室
等
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
低
減
さ
せ
る

た
め
、
吹
き
抜
け
階
段
室
の
窓
ガ
ラ
ス
を
改
修

し
、
自
動
自
然
換
気
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。
導
入
前
は
、
階
段
室
は
50
℃
に
も
上
昇
し

て
い
ま
し
た
が
、
昨
夏
の
測
定
で
は
36
℃
前
後

と
な
り
、
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

〔
パ
ッ
シ
ブ
リ
ズ
ミ
ン
グ
空
調
〕

パ
ッ
シ
ブ
リ
ズ
ミ
ン
グ
空
調
は
、
第
６
回
国

土
技
術
開
発
賞
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
技
術

で
す
。
室
内
環
境
を
測
定
し
な
が
ら
、
空
調
機

を
定
期
的
に
「
運
転
・
停
止
」
さ
せ
る
こ
と
で

搬
送
動
力
を
低
減
し
、
Ｃ
Ｏ
 ²を
削
減
し
ま
す
。

運
転
・
停
止
を
繰
り
返
し
て
も
快
適
性
が
保
た

れ
、
ま
た
、
動
力
の
大
き
い
空
調
機
ほ
ど
導
入

効
果
が
大
き
い
と
い
う
特
長
も
あ
り
ま
す
。

〔
断
熱
フ
ィ
ル
ム
導
入
〕

中
央
診
療
棟
の
西
側
の
窓
約
１
０
０
㎡
に
断

熱
フ
ィ
ル
ム
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
、
日
射
の

遮
蔽
、
断
熱
性
能
が
向
上
。
空
調
負
荷
を
低
減

さ
せ
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
手
法
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
効
果
の
う

ち
、
お
も
な
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
省
エ
ネ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

附
属
病
院
に
設
備
管
理
者
（
ト
ヨ
タ
エ
ン
タ

プ
ラ
イ
ズ
）
が
常
駐
。
既
設
設
備
を
含
め
た
ト

ー
タ
ル
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
、
名
古
屋
大

学
と
と
も
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
同
大
学
の
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
装
置
（
中
央
監
視

装
置
）
を
、
当
社
が
遠
隔
監
視
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
。
熱
源
機
器
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
の
遠
隔
監
視
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
実

態
分
析
な
ど
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
運
転
管
理
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
開
始
に
伴
い
、
毎
月
、
計
測

検
証
結
果
や
定
例
報
告
会
を
開
催
。
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
の
解
析
や
改
善
、
削
減
の
進
捗
状
況
の

把
握
に
と
ど
ま
ら
ず
、
施
設
管
理
で
の
異
常
処

置
の
工
数
や
内
容
も
分
析
し
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
状
況
や
施
設
管
理
の

課
題
・
問
題
点
を
見
え
る
化
し
、
同
大
学
と
情

報
共
有
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
問
題
解
決
の
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
稼
動
し

て
い
る
病
院
の
変
化
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
わ
か

り
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
善
活
動
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
通
常
の
施
設
管
理
と
異
な

り
、
同
事
業
の
役
割
と
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
も
担
っ
て
い
る
た
め
、
常
に
新
し
い
項
目
が

生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
の
検
証
・
要
因
の
解
析
・
対

策
の
検
討
を
定
期
的
に
実
施
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

施
設
管
理
・
運
用
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

施
設
・
運
転
管
理
を
、
名
古
屋
大
学
と
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
者
が
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

運
用
面
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
の
無
駄
が
省

け
、
想
定
以
上
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

②
国
内
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取
り
組
み

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
取
り
組
み
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
た
Ｃ
Ｏ
 ²排
出
量
の
一
部
を
、
中
部
電

力
と
名
古
屋
大
学
が
一
緒
に
な
り
、
国
内
ク
レ

ジ
ッ
ト
の
申
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
11
年
４

月
～
13
年
３
月
の
期
間
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｏ
 ²ク

レ
ジ
ッ
ト
が
発
生
す
る
予
定
で
す
。
10
年
度
の

Ｃ
Ｏ
 ²排
出
認
定
値
は
６
０
８
３
ｔ
で
、
工
場

■ 図4 省エネルギー手法とCO2削減量（2010年度実績値）

■ 図5 ESCO事業導入による省エネルギー効果
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■ 図2 中央診療棟の冷却排熱回収システム

■ �図3 	  
電熱槽を活用
した電気、ガス
のハイブリッド
システム
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